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プロフィール〈経歴〉

1961.6　 名古屋市立名古屋市に生まれる。

1974.3　 名古屋市立道徳小学校卒

1977.3　 大江中学校卒

1980.3　 名古屋市立桜台高校卒

1984.3　 東京学芸大学教育学部卒

1984.4～ 名古屋市立大生小学校(南区)

　　　　　 港西小学校(港区)教諭

1991.4～ 名古屋市会議員（現在7期）

2002.4～ 名古屋市ハンドボール協会会長(現在)

　　　　　 愛知県サイクリング協会副会長（現在）

2003.4～ NPO法人名古屋スポーツクラブ理事長(現在)

2010.5～ 第85代 名古屋市会議長(～2011.2)

2011.3～ 自民党名古屋市会議員団 団長(～2012.4)

2017.6～ 名古屋港管理組合議長(～2018.6)

〈自民党名古屋市会議員団〉

自民党名古屋市会議員団　顧問

〈議会〉

財政福祉委員会　委員

大都市制度・広域連携特別委員会　委員

愛知県競馬組合議会　議員

がんばれ商店街議員連盟会長

日本ど真ん中祭り議員連盟会長

〈政党〉

自由民主党南区支部　支部長

自由民主党愛知県第四選挙区支部　幹事長

〈顧問〉

道徳学区常任顧問

明治学区相談役

豊田学区顧問

伝馬学区顧問

呼続学区顧問

柴田学区顧問

白水学区顧問

大生学区顧問他

〈同窓会〉

大江中学校同窓会長

桜台高校桜丘会相談役

よこい利明さんプロフィール

こんにちまでの議員像を一新したといわれるヨコイ主義。
横井利明の仕事は、政策の提案にとどまりません。調査、立案、財源の確保
などの制度設計、進行管理から見直しにいたるまで政策をパッケージングし
一貫して取り組む姿勢は、21世紀の新しい議員像として注目されています。
　その中でヨコイが発案し制度設計をおこない、生まれた日本初・名古屋初の
政策がすでに65事業にものぼっています。
「トワイライトスクールの制度設計(日本初)」「河川堤防に鋼矢板二重締切工
導入(日本初)」「公園内に官民連携でバスケットボールフルコート整備並びに
10代の若者による維持・管理システム(日本初)」「完全バリアフリー型
コミュニティセンターを南区で6館(名古屋初)」「ネーミングライツの導入
提案(日本初)」「自治体外部評価システムの提案・導入(名古屋初)」「公園の
トイレのシャワートイレを民間資金導入で実現・民間による維持管理システム
(日本初)」「グランドゴルフ場のグランドワークで整備(日本初)」「国の自治体

区分 　　　　　　　　　  平成24年 　平成25年     平成26年      平成27年       平成28年       平成29年

就労支援をおこなった方 　 160人 　　398人 　　 441人 　　   445人   438人 　451人

就労を開始した方 　　　　　 69人 　　185人 　　 170人 　　   174人 　188人 　215人

就労率 　　　　　　　　　　  43.1％ 　　46.5％        38.5％          39.1％          42.9％   47.7％

※上記実績は生活保護受給者の実績のみ。社会福祉事務所に常設されるハローワーク窓口（就労支援コーナー）では、
　生活保護受給者のほか、児童扶養手当受給者、生活困窮者にも就労支援を行っています。

ヨコイ主義

　宝学区・宝南学区両学区を東西に通過する名古屋臨海鉄道は、

名古屋南部地区臨海工業地帯の貨物を輸送するために設立された

鉄道会社です。しかし、建設から50年以上が過ぎ、著しく老朽化が

進むとともに、経営の厳しさから耐震化が進んでいませんでした。

そこで、横井利明の提案により、名古屋港管理組合の支援で耐震化

を進めることを決定し、現在、橋脚の耐震化を進めています。

よこいの提案で、動き出した
名古屋臨海鉄道橋梁耐震化事業

よこいの提案で、水泳指導を
民間委託

よこいの提案で、
南区役所にハローワークを設置

■南区役所ハローワークにおける生活保護受給者就労自立促進事業実績

国土交通省に対し名鉄本笠寺駅に
エレベーター設置を要望

三菱地所
ロジクロス名古屋笠寺への対応

横井利明と南区の皆様とのお約束は「南区の人口を増やす」

南区役所ハローワーク（就労支援コーナー）南区役所ハローワーク（就労支援コーナー）

　菊住学区(南区)は、地下鉄名城線・地下鉄桜通線「新瑞橋」を有するなど交通至便であり、また、

学区内の駈上地区、外山地区などの高台を中心に閑静な高級住宅地を形成していることから、極め

て人気の高い地区となっています。さらに、学区内にイオンモール新瑞橋店、ピアゴ新瑞橋店が出店

し、一方で、分譲マンションも年々増え、若い世帯を中心に転入希望が相次いでいます。

　その結果、菊住小学校児童数は300人台から近々600人台に急増する見込みとなり、教室が5教

室ほど不足することが予想されました。

　名古屋市教育委員会は不足する教室を補うため、運動場に5教室を擁するプレハブ校舎の建設を

決めたものの、ただでさえ狭い菊住小学校の運動場がさらに狭くなり、運動会の開催や体育の授業、

放課の遊び、部活動、地域への開放などに多大な影響を及ぼすことが懸念されました。

　そこで、横井利明から菊住学区連絡協議会やPTAに対し、「プールを廃止した上で、跡地の一角に

新校舎を建設すれば、急増する児童の教室の確保が可能になるとともに、今以上に運動場を拡張

することが可能となる。一方、民間のスイミングスクールにおける専門のインストラクターによる

水泳指導の取り組みにより、今以上の水泳指導の効果が期待される。」とプールを廃止しその一角に

新校舎を建設することを提案させていただきました。

　その後、平成29年8月よりプールを解体。その跡地の一角に新校舎を建設し平成30年

3月17日に竣工を

迎えました。横井利明の提案により、菊住の子どもたちや菊住学区の方々は、プールの廃止と引き

換えに児童数の大幅な増加に対応した新校舎を取得。そして、以前より広い運動場を確保することが

できました。なお、小学校水泳指導における民間スイミングスクールの活用は、全国初の実施となり

ました。

南保健センター北側に三菱地所株式会社が進める

マルチテナント方式を採用する物流センター「ロジ

クロス名古屋笠寺」の建設が進められています。

　この土地は、愛知県が所有していた愛知県建設

技術研究所跡地3万3000平方メートルを三菱地所

が取得し、高さ30ｍ、東西181ｍ、南北164ｍ、

4階建て、延べ床面積8万650平方メートルのマル

チテナント型物流施設「ロジクロス名古屋笠寺」を

建設し、年間365日、24時間稼働する計画です。

　しかしながら、建設予定地の周辺には、日本ガイシホール、日本ガイシアリーナ、日本ガイシフォー

ラム、アーチェリー場、弓道場のほか、県立南高校、南保健センター、南生涯学習センターなどの

文教施設が集積しており、また大生小学校・南光中学校・県立南高校に通う児童・生徒の通学路を

大型車が横断することから、住民からは児童・生徒や利用者の安全に対し懸念の声が上がっています。

　そこで、大生学区区政連絡協議会内に、ロジクロス対策検討委員会を設置し、横井利明が同検討

会の顧問となり、三菱地所側と再三にわたり協議をつつけてきました。その結果、物流車両につい

ては、日本ガイシホールの西の南北道路を通行することとし、住宅地内には進入しないとの確約を

いただくとともに、従業員の通勤車両についても、住宅地側に出入口を設置せず、通勤車両は主に、

山崎川堤防道路を使用し、一切住宅地内を通過せず通勤することを了承していただきました。

なお、「ロジクロス名古屋笠寺」は平成31年2月ごろ竣工し、供用が開始される予定です。

　働くことが可能な年齢層（16～65歳）の

生活保護者数が南区だけでも3,000人(平成

25年度)をこえるなど急増したことから、横井

利明の提案で、区役所では初めて、国の機関

であるハローワーク窓口（就労支援コーナー）

を南区役所生活保護窓口の隣に設置しました。

　区役所社会福祉事務所内に設置された「就

労支援コーナー」を活用し、市（区役所）が行う

就労支援と国が行う職業紹介業務等を一体

的に取り組むことで、生活保護受給者等の就

労自立の促進を図っています。ハローワーク

では、就職支援ナビゲーター3名、職員端末3台、求人情報提供端末１台が設置され、専門の職業相

談員がマンツーマンできめ細かい相談・アドバイスに応じたり、事業所とのマッチングなどもおこ

なっています。

　支援担当者からは、「区役所社会福祉事務所内に設置されているため、支援者が利用しやすい。

区役所社会福祉事務所の福祉サービスとハローワークによる一体的な支援が実績に結びついて

いる。」との声が上がっています。

　横井利明が提案した区役所でのハローワーク事業により、南区における15才から64才までの

生活保護受給者数は、平成24年度末には3,118人でしたが、平成29年度末には2,451人と667人

減少しています。現在では市内15区役所にハローワークが設置されています。

　名鉄名古屋本線 本笠寺駅は駅構造が複雑であるとともに、改札からホームへ行くには、地上に

ある改札から階段を降り、一度地下道を通り、さらに各ホームに階段を昇らないと行けない状況です。

このため高齢者や障害者が利用するには極めて不便な駅となっており、1日も早いバリアフリー化が

待ち望まれています。

　現在、国においては、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づく「移動

等円滑化の促進に関する基本方針」において、鉄道駅におけるバリアフリーが進められています。

この基本方針の中で、平成32年度までに、1日の乗降客数が 3,000 人以上の鉄軌道駅においても、

バリアフリー施設を推進するよう明記されています。

　一方、名鉄名古屋本線本笠寺駅は、１日当たりの利用者数が4,600人を数える状況にあり、「基本

方針」ではバリアフリーへの改修が義務付けられた駅であるにもかかわらず、未だ、改修が行われて

おりません。

　横井利明は、平成29年、平成30年と財政福祉委員会において、バリアフリー化未実施駅の今後

の整備についての質疑をおこないました。健康福祉局は、「バリアフリー化の必要があり市としても

積極的に名鉄に働きかけ、平成32年度までの設置を目指す。」と本笠寺駅におけるエレベーター

設置などを検討するとの答弁がありました。あわせて、横井利明は、議会としても名鉄に対する要望

書を提出するよう要請しすでに実施しています。

　さらに、横井利明は、国土交通省に3たび出向き、高齢者や障害者にやさしいまちづくりを進める

必要から、本笠寺駅における早期のエレベーター設置を進めるため、国庫補助の要請とともに、名鉄

が法に従って適切に対応するよう所管である国土交通省から指導してほしいとの要請をいたしました。

なお、本笠寺駅バリアフリー化に伴う費用負担は、国が3分の1、名古屋市が3分の1、名鉄が3分の1

の負担となりますが、すでに国土交通省からは補助の対象であるとの意向が示されています。

　なお、名鉄桜駅については、下りホーム側に改札口を新たに設けるなど、早期のバリアフリー化に

向け、引き続き取り組みを続けてまいります。

保育園や認定こども園を多数整備。待機児童ゼロを実現しています。

　セーフティネット社会の構築は、人が安心してこのまちで暮らしていくために

欠かすことのできないものです。障害をお持ちの方が、またご高齢者の方々、

生活が厳しい方々、会社が倒産したり解雇されてしまった方々など、行政、市民、

近隣の方々など社会全体で支えるまちづくりを引き続き構築してまいります。

　また、横井利明の提案で始まった生活保護の方々、生活保護に至りそうな方々

を支援するため、南区役所生活保護窓口のすぐ隣に、ハローワークを設置し、国の職員で

ある就労支援員、そして区役所のケースワーカーがチームをつくり新たな雇用先を

見つけることに成功しました。就労支援の結果、南区では50歳以下の若い方々を

中心に40％、1001人の方々が仕事に就くことができました。

　集積するモノづくり産業をさらに世界的なマニファクチャリングバレーとする

ため、企業立地助成などを次々実現。世界中の産業が一堂に会する国際展示場の

整備なども提案しています。また、最先端の産業立地助成を始め身近な商店街に

いたるまできめ細かく支援や規制緩和を実施することに注力してきました。経済

の発展は雇用を守り、そして生活を支えます。経済対策は不断の努力の上に成り

立つという信念のもと、経済発展には力を入れてまいります。

　こうした横井利明の取組みの結果、平成29年度、48年ぶりに南区の人口は

増加に転じました。横井利明は引き続き、より安心で魅力的な「選択されるまち

南区」の実現を目指し市政に取り組みます。

に対するみかじめ料をえぐりだす(日本初)」「小学校水泳指導の民間委託(日本初)」
「公園経営システムの導入(日本初)」「特別養護老人ホームに相撲部屋宿舎
(日本初)」「このまちを豪雨から守る地下の川(大放水路) (名古屋初)」「若く
元気な生活保護の方々を就労に導くため区役所にハローワーク設置(日本初)」
「公園内の照明を太陽光発電・蓄電仕様に(名古屋初)」「高齢者専用公園(日本初)」
「公園トイレの清掃を住民委託(日本初)」「デイサービスセンターと保育園を
一体化・連携運用(名古屋初)」「小学校体育館のコンクリート製フロアを木質根
太組スポーツフロアに作り替え(日本初)」「小学校校舎をリースで建設(名古屋初)」
「生体肝移植に保険適用意見書提出(日本初)」「市民交番を官民連携で整備・維持
管理(日本初)」「公園にラジオ体操タワー(日本初)」 …。
　何事にも妥協しないヨコイの強い姿勢と責任感、既存の政策に縛られない自由
な発想が、次から次へ日本初を生み続けるヨコイ主義につながっています。

生活保護の方々の就労率は40％超南区　菊住小学校

平成31年度予算獲得に向け奮闘中

菊住小学校運動場菊住小学校運動場

名古屋臨海鉄道（国道23号線）名古屋臨海鉄道（国道23号線）

南区の方々とのタウンミーティング南区の方々とのタウンミーティング

本会議質問する横井利明本会議質問する横井利明

ロジクロス名古屋笠寺ロジクロス名古屋笠寺

国土交通省鉄道局に対する
エレベーター設置に向けた要望活動

国土交通省鉄道局に対する
エレベーター設置に向けた要望活動名鉄本笠寺駅構内階段名鉄本笠寺駅構内階段

菊住学区並びに同小学校PTAから教育長に要望活動菊住学区並びに同小学校PTAから教育長に要望活動

人々から「選択」される南区を構築しなければなりません。

　南区が地震や津波、台風や高潮に強く、だれもが安心して暮らせる街をつくる

ため、海岸堤防では東日本大震災でただひとつ破壊されなかった折笠海岸堤防を

調査し、全く同じ構造「鋼矢板二重締切工」で築造された河川堤防を南区

山崎川・天白川において日本で最も早く着工しました。また、大江川、堀川に

おいても画期的な手法で、地震・津波・高潮対・対策豪雨対策が進みます。

併せて、避難所における洋式トイレ、シャワートイレなどの多機能トイレを全市に

先駆け南区で積極的に導入しています。

　また、若いご夫婦にもこの南区を選択していただく必要があります。子どもたち

の教育環境をさらに改善するため、南区内の小・中学校の耐震化を進めたり、

全普通教室にエアコンを設置したり …。さらに横井利明の議会提案ならびに
制度設計により実現したトワイライトスクール。現在では名古屋市内すべての

小学校に整備されました。

　横井利明は、なごやっ子が弱いとされる基礎基本を充実するため、今後、小学

校教育における英語、国語、算数などの授業に教科担任制を導入するとともに、

中学校での自校直営方式による給食の提供などを視野に、小学校の統廃合を

含めた小中一貫教育などの導入の検討を進めてまいります。

　待機児童が多く、子育て環境が整っていない地域では、子育て中の、またこれ

から子どもを持ちたいと願う若い夫婦が住もうとは思いません。横井利明は市内

民間保育園経営者の方々と協力し、南区内に新たに高いサービスを提供する

よこいの

提案で実
現

本州初
よこいの

提案で実
現

日本初

南区の人口

48年ぶりに
増 加

南区の人口

48年ぶりに
増 加

年度　　　　　　　  　耐震工事箇所　　　　　　　　　　　　　

平成27年度後半　　　浜田架道橋（国道23号） 　　　　　　　　　　

平成28年度後半　　　常滑街道架道橋（国道247号） 　　　　

平成29年度後半 　中割第1架道橋 　　　　　　　　　　

平成30年度後半 　中割第2架道橋 　　　　　　　　　　　

平成31年度後半 　中割第3架道橋 　　　　　　　　　　　

平成32年度以降 　中割第4・5架道橋、浜田各架道橋、宝生架道橋　

耐震化橋柱数

10本

12本

14本

8本

12本

78本

1001人
が就労

1001人
が就労

南区

南区

南区

南区南区
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よこいの提案で、河川では日本初となる
鋼矢板二重締切工堤防を実現

南区　山崎川

千鳥小
柴田小

白水小

大江川

山崎川

笠寺小

笠東小

春日野小

宝南小

宝小

大生小

船見町

柴田水処理センター

場内ポンプ所

(15.8→25.9ｍ3/秒)

平成18年度増強

P

鳴尾雨水調整池

(約7,800→約13,900ｍ3)

平成16年度稼動

平成18年度増設

星崎小

θ2600

柴田雨水調整池

(約7,000→約9,300ｍ3)

平成12年度稼動

平成18年度増設

笠東雨水調整池

(約10,000→約15,100ｍ3)

平成11年度稼動

平成20年度増設

大江ポンプ所

(18→29.3ｍ3/秒)

平成21年度増強 P

θ2000

θ2600

θ
2
6
0
0

P

(凡例)

ポンプ所

雨水調整池（雨水貯留施設）

東海豪雨以降に新たに
増強した管きょ

θ3000

θ
2
4
0
0

θ3000

鳴尾ポンプ所

(17.3→26.3ｍ3/秒)
平成20年度増強

P

東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ

天白川

区境

大江雨水調整池

(約8,000ｍ3)
平成19年度稼動

駈上雨水調整池

(約3,800ｍ3)
平成13年度稼動

元塩町雨水調整池

(約250ｍ3）

平成11年度稼動

P

P

道徳ポンプ所

(29.8→31.7ｍ3/秒)
平成26年度増強

笠寺ポンプ所

(25.2→32.8ｍ3/秒)
平成19年度増強

道徳雨水調整池

(約3,000ｍ3)
平成15年度稼動

呼続ポンプ所

（9.3→11.4ｍ3/秒)
平成21年度増強

大磯雨水調整池

(約6,400㎥)

平成24年度稼動

P豊田雨水調整池

(約2,500ｍ3)
平成13年度稼動

P

内浜ポンプ所

(30.3ｍ3/秒)

昭和62年度稼働

大磯小
豊田小

道徳小

菊住小

立脇雨水調整池

(約1,500ｍ3）
平成11年度稼動

平成30年3月末現在

23

247

θ1500

θ1200

θ2000

P

弥富ポンプ所

(16.7→22.8ｍ3/秒)

平成20年度増強

※θ3000は内径3000ミリ
（＝３メートル）の円形管を表す

□2600
×3000

θ2800

θ
3
0
0
0 θ1350

１

※□2600×3000は横幅が2600ミリ（＝２．６メートル）、
縦幅が3000ミリ（＝３メートル）の四角型の管きょを表す

幹線管きょ
（東海豪雨前に整備）

南区の主な浸水対策について

鋼矢板二重締切工イメージ鋼矢板二重締切工イメージ

　東北地方のコンクリート製防潮堤を一瞬にして倒壊、崩落させた東日本

大震災による巨大津波は、南区に住む私たちにも大変な衝撃を与えました。

一方、織笠地区海岸堤防(岩手県下閉伊郡山田町織笠)は、津波に耐え、崩落

することなく、ただ一つその姿をとどめていたことから、横井利明は、同堤防を

つぶさに調査。その結果、織笠川の河口付近に建設中だった堤防は「鋼矢板二

重締切工」で築造された堤防であることがわかりました。

　横井利明は、名古屋市会本会議で、巨大津波に耐え、また、高潮、洪水、大雨に

耐える強くしなやかな「鋼矢板二重締切工」の優位性を取り上げ、河川堤防と

しては日本で初めて「山崎川(南区)」で、そして翌年には「天白川(南区)」に

おいて、「鋼矢板二重締切工」の導入に成功しました。現在、山崎川では河口

付近から新瑞橋までの事業予定区間のうち、約半分の事業を終え、さらに

天白川においてもすでに柴田学区内は完工し、平成30年度から白水学区内での

事業に入ります。今後、千鳥学区、星崎学区と進み大慶橋まで堤防の耐震化

事業を進める予定です。

よこいの提案により大江川河口を防潮壁で閉め切り
大江川水面を埋め立て、巨大な緑地を南区南部に創出

大江川の視察大江川の視察

　大江川では、PCBや水銀、鉛、シアンなどを始めとする重金属が近隣企業から流出し汚染が広がっていたことが

昭和50年頃に判明しました。昭和52年には、重金属等を河川に流出させたとされる近隣企業と名古屋市の間で

「大江川下流部及び7.8号地間運河の汚泥対策に関する協定」を締結し、昭和54～61年、大江川下流部公害防止

事業の一環で、22万立法メートルにのぼる重金属汚泥上部に砂層並びにアスファルトマットを敷設し有害物質を

封じ込める事業を実施しています。

　一方、ボーリング調査によって、重金属汚泥層の下部に液状化層が厚く堆積していることも判明しました。

さらに、国・県・市の津波被害想定では、ひとたび津波が発生すると、大江川から津波があふれ、近隣に甚大な被害を

及ぼす可能性が指摘されているだけでなく、液状化によって噴出した重金属汚泥が津波とともに、近隣住宅地へ

飛散する可能性も否定できないとされています。

　そこで、重金属汚泥を含む津波被害が懸念されている柴田学区公民会(南区)、白水学区連絡協議会(南区)の

方々と、両学区の顧問である横井利明により、一刻も早い津波・高潮対策だけでなく、重金属汚泥の無害化を求める

要望書を名古屋市長あてに提出しました。

　その結果、名古屋港管理組合は名古屋市の協力のもと、河川内に津波や高潮が侵入することがないよう、大江川

河口部分で河口を締め切るため、平成30年度より土壌調査や基本調査をおこっています。平成33年には実施

設計をおこない、早ければ34年度にも大江川を河口で閉め切る工事を始める見通しです。あわせて、大江川水面を

埋め立て、巨大な緑地の創出についても並行して検討が進められます。

　これにより、伊勢湾台風により多大な被害のあった白水、柴田両学区には、大江川による津波・高潮等の被害は

事実上ゼロとなり、南区南部の災害対策は大きく前進することになります。

鋼矢板二重締切工鋼矢板二重締切工

よこいの提案で、
進められている南区の大放水路計画

南区においては、集中豪雨のたびに浸水が繰り返されてきましたが、

横井利明は、地下に巨大な川を作り海まで雨水を一気に流すという

大放水路の建設を提案。現在、南区の大放水路は15本整備され、

東海豪雨以来たびたび繰り返されてきた豪雨に対してもその効果を

発揮し、最近では、浸水被害の減少を南区のみなさんが実感できる

ものとなっています。

　南区内には15本の大放水路(地下の河川)が完成よこいの提案で、
堀川口にあらたな耐津波水門設置に向けた検討

堀川河口防潮水門堀川河口防潮水門

　昭和34年9月、この地域に甚大な被害をもたらした伊勢湾台風高潮への対応から、市街地

への高潮の侵入を防ぐため、堀川河口に防潮水門が設置されています。しかし、現在のマイ

ターゲート式水門では耐津波性が低く、万が一津波が発生した際には、水門が変形し崩壊する

恐れがあることがわかっています。

　そこで、横井利明の提案により、堀川口の耐津波新水門設置に向けた調査をおこなって

います。平成31年度には、浸水門の構造など技術的な検証とともに、国補助獲得に向けた

国土交通省との協議に入る見込みです。なお、新水門の構造は扉体の両側にローラを取り

付けた引き上げ式ゲートである「ローラーゲート式」、海底に一列に扉体を設置し、浮力を

利用して扉体を旋回起立させることで連続した防波堤を形成する可動式の構造物「フラップ

ゲート式」、扇形の扉体をヒンジ中心に鉛直面内で回転させて、開閉動作を行う「上昇式セク

ターゲート」などが検討される見込みとなっています。

新水門の設置で堀川への津波の進入を阻止

よこいの

提案で実
現

名古屋初
よこいの提案で、避難場所でもある
公園に名古屋初「シャワートイレ」

　東日本大震災では、津波や家屋倒壊など災害による直接

的な被害ではなく、長期の避難生活などによる過労やスト

レスなどが誘因となり、発病や持病の悪化、うつやPTSD

（心的外傷後ストレス障害）などによって死亡する方が平成

30年3月31日現在3,676人にのぼっていることから、避難

所等における、QOL（生活の質）の向上に十分配慮する

必要があります。

　横井利明は、東日本大震災および熊本地震の避難所に出向き、被災された方々との懇談を通して、ご高齢者の

方 、々障害をお持ちの方 、々子どもたちの和式トイレに対するストレスが極めて大きいことを確認しています。

　さて、名古屋市においても、指定緊急避難場所である公園や避難所である小中学校等では、その多くが和式

便器トイレであり、足腰の弱い高齢者や車いす使用の身体障害者にとっては、災害時のトイレの使用に大きな

不安があります。さらに、トイレの使用をためらい、排泄を我慢することによって、水分や食品摂取を控えること

につながり、健康障害を引き起こすおそれが生じる可能性があります。

　そこで、公園におけるトイレ問題の解決の一つの方策として、横井利明は呼続公園(南区・海抜10m)トイレの

新設にあたり、LIXILにシャワートイレの設置ができないか、またその維持管理のあり方についても相談に出向き

ました。

　LIXILからは呼続公園の男女それぞれのトイレ、さらに障がい者用トイレに設置するため、3台のシャワートイレ

を寄贈するとの内諾をいただき、名古屋初となる公園へのシャワートイレの設置が決定しました。

完成は来年6月を予定しています。なお、維持管理のあり方については、トイレ設置予定箇所のすぐ隣にある呼続

コミュニティセンターとの一体管理の検討や地域住民への清掃委託、夜間使用の制限、適正利用の啓発などに

ついて検討を進めています。

南区 呼続公園

敬老パスは
2年後をめどに対象
交通機関拡大へ

　地下鉄沿線か否かによって交付率に大きなばら

つきがある敬老パス。高齢者の社会参加の促進と

いう目標がありながら、地下鉄駅まで距離がある

地域の方々には、事実上、敬老パスは使いづらい

制度となっていました。

　そこで、横井利明は議会における質疑の中で、

市民サービスの公平性、また機会の均等といった

観点から、名鉄やJR、近鉄など対象交通機関の

拡大に向けた検討をおこなうよう敬老パスの所管

局である健康福祉局求めてまいりました。

杉山健康福祉局長は「2年後には名鉄など対象交

通機関拡大にむけた新しい敬老パス制度の実施に

めどがつける。」と答弁し、敬老パスによる名鉄利

用にめどが立ちました。

　一方、名鉄など対象交通機関拡大にともない、

市税による敬老パス負担金を際限なく増加させる

ことは、市民の理解を得られないと私たちは判断

しています。すでに敬老パス負担金として、全政令

指定都市最高額となる毎年142億円の税投入を

行っていますが、1年に100万円利用されるなど、

あまりにも高額な

利用者に一定の利用

制限をすることで、

対象交通の拡大財

源にあてることも

視野に入ています。

名鉄も敬老パスで

よこいの提案で、日本初公園内に
バスケットボールフルコートを整備

よこいの

提案で実
現

日本初

モルテンバスケットボールパークモルテンバスケットボールパーク

■ モルテンバスケットボールパークヒストリー 

 　平成27年当時、深夜になると、中学生、高校生を中心とした若者が集まり、暴走

行為や自販機・公園遊具等の破壊行為、放火等の問題行動を連日くりかえしていた

道徳公園(南区)。近隣住民とのトラブルが絶えず、社会問題に発展していました。

警察も連日のように署員・機動隊を投入し、かなり緊迫した状況となっていました。

一方、若者による警察への挑発行動はどんどんエスカレート。交番への放火、警察

署へのロケット花火の打ち込みなど、沈静化することはありませんでした。 

　そこで、横井利明は、近隣学区連絡協議会や近隣小中学校PTAの皆さんに声をかけ、連日の

ように深夜のパトロール活動を実施するなど深夜の少年への直接の働きかけ活動を始めました。

当初は、私たちが声かけしても罵声を浴びせるだけでなかなか話を聞いてくれない毎日が続き

ましたが、子どもたちと話し合っているうちに、徐々に私たちの言葉に耳を傾ける若者も増えて

いったのです。 

　そのなかで、彼らから提案があったのが「ぼくたちが遊べる場所がない。」「バスケットボール

コートがほしい。」 「ぼくたちが毎日掃除したり、深夜には公園を使わないなど、適正利用を

呼び掛ける。」でした。

　私たちは、関係者に働きかけ、道徳公園内にバスケットボールフルコートを2面整備。また、

若者の活動を財政的に支援するため、コートの命名権を株式会社モルテンに売却し、モルテン

からいただいた協賛金で掃除道具や掃除道具入れ、バスケットボールネットや公園の適正利用を

書いた看板を作成し、また、管理人として、奈良原君(17歳)と山口君(19歳)に協力を求めました。 

　彼らが中心となり清掃活動や適正利用を若者に連日呼び掛けた結果、現在では、午後10時に

なると「時間です。やめてください。」の声が。ここ数か月は時間を過ぎてバスケットボールをやる

若者は皆無となり、同時に、深夜の中学生・高校生を中心とした若者の徘徊もほぼなくなりました。

近隣のみなさんからも「公園静かになったよね。」との声を多くいただくようになったのです。 

日本でも初となる公園内の無料のバスケットボールフルコートは、平日はもとより、土日になると

数百人の子どもたちの健全な遊び場として活用されています。

南区 道徳公園

地下大放水路地下大放水路

呼続公園多目的広場竣工式呼続公園多目的広場竣工式
地区 　　　　　年度 　　　　　　　　　　　　　　　　　手続き内容

呼続地区
平成30年度 　　側道計画、都市計画手続き(説明会を平成30年12月～31年1月に実施予定)

平成31年度

平成31年度

平成30年度

側道設計、用地測量、事業認可手続き

桜・本笠寺
本星崎地区 現況測量・概略設計、環境影響評価手続き(方法書作成)、都市計画手続き

環境影響評価手続き(配慮書作成)開始

名鉄名古屋本線連高架事業は平成31年度事業着手
呼続・星崎地区同時に

　名鉄名古屋本線（山崎川～天白川間）4.3ｋｍには、

14か所の踏切があり、渋滞や不慮の事故など、住民

生活に多大な影響を与えています。今日まで横井利明

は国土交通省鉄道局、名古屋市住宅都市局、緑政土

木局、また事業者である名鉄に対し、早期の高架化を

働きかけるとともに、早期着工の要望を取りまとめる

など主体的に取り組んでまいりました。

　その結果、いよいよ平成31年度末には事業認可を

取得できる見通しとなり、南区の悲願である大事業が

動き出します。なお、第一工区は、名鉄の運行に多大な

影響を与えている山崎川を含めた「呼続地区」1.0km

と、「本星崎地区」1.3kmから順次行われる見通しです。

また、第二工区である桜・本笠寺地区におきましても、本年度から

環境影響評価手続きに入ります。

　さて、平成29年8月29日には、名鉄名古屋本線(山崎川～

天白川間)の立体交差化のうち、北部区間(山崎川橋梁改築及び

呼続駅付近：都市計画道路中根町線(瑞穂区)から桜6号踏切

までの1．0㎞)にかかる現況測量説明会がおこなわれ、私も呼続

学区顧問として出席しました。この説明会に基づき、平成29年

9月から12月にかけ、道路の形状や市民のみなさんの敷地や

建物の形状など、現地の構造物を測量調査したところです。

建物の形状など、現地の構造物を測量調査したところです。

今後、平成30年12月から31年1月にかけ、側道計画案の説明会を

おこない、用地買収の区域について、名古屋市から住民に対し説明が

行われ、都市計画基本図に側道予定区域を明示する都市計画手続き

を実施する見込みです。平成31年度には、個人の所有する用地測量

説明会が行われたのち、9月以降、用地測量をおこない、平成31年度

末には県の事業認可手続きを終え、いよいよ側道用地の買収にはいる

見込みです。

桜本町踏切桜本町踏切

天白川河川改修・耐震対策事業
鋼矢板二重締切工を採用

　天白川(南区)では、大規模地震に伴う津波の発生が懸念されています。

そこで、未曾有の大災害となった東日本大震災を教訓として、あらゆる可能

性を考慮し、最大クラスの津波に対しても、人命を守る津波対策を進める

ため、横井利明の提案により天白川堤防において鋼矢板二重締切工をおこ

なうなど、耐震対策を進めています。

　平成27年度から始まった「天白川河川改修・耐震対策事業」は、今年度、

5億3,000万円を予算化。昨年度までに柴田学区内の耐震対策事業は終了

しており、今年11月から、白水学区において、堤防の耐震対策事業が始まり

ます。白水学区内堤防の耐震事業が終了し次第、千鳥学区、星崎学区内の

耐震化を進める予定です。
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